
「みどり強化月間」 

 

 

 

 

「たうえのきせつ～おこめのはなし～」 

 

 

 

 

 

 

 

『緑の窓口 樹木トラブル解決します』 下村 敦史/著 

講談社 （一般）F6/シ 

『植物図鑑』 有川 浩/著 角川書店 （一般）F6/ア 

 

『日本の樹木 500 超!』 加藤 真也/著 栃の葉書房 

（一般）653.2/カ 

『日本の花を愛おしむ 令和の四季の楽しみ方』 

田中 修/著 朝生 ゆりこ/絵 中央公論新社 

（一般）470.4/タ 

『花と緑の歳時記 365 日』 

俳句αあるふぁ編集部/編 毎日新聞出版 （一般）911.30/ハ 
 

 

 

『 た 』     田島 征三/作 

佼成出版社 （児童）E/タ 

 

『もったいないばあさんのおばあちゃん』  
真珠 まりこ/作・絵 講談社 （児童）E/シ 

 

『ごはんのずかん』  
         大森 裕子/作 ごはん同盟/監修 

白泉社 （児童）E/オ 

『ごはんはおいしい』  
          ぱく きょんみ/文 鈴木 理策/写真  

 福音館書店 （児童）E/ス 

 

 
 

 

      

 

 

 

           

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２３日 

3 日 

5月号

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20   21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 

●開館時間  

９：３０～１８：３０ 

下関市立菊川図書館  

〒750-0317 下関市菊川町下岡枝 193-8 

TEL ：083-287-0102  FAX：083-287-0202 

  

菊 
 

 

川 
 

    

だ 
 

 

よ 
 

 

り 
 

 
館 
 

＝雑誌リサイクル 

 

書 
 

🍀今月の特集テーマ🍀 
図 
 

『黒魔女さんが 

通る!!』[Part1] 

石崎 洋司/作 

藤田 香/絵 

講談社 

913/イ 

 

 

 

『ふしぎ駄菓子屋 

銭天堂』[1] 

廣嶋 玲子/作 

jyajya/絵 

偕成社  

913/ヒ 

 

 

   

2025 年 5 月発行 

 

    

オススメの児童書  ・～・映像化した作品・～・ 

    

映像化した児童書は、たくさんあります。 

懐かしい作品や、最近映像化された作品などを紹介します。 

テレビや映画で見た後は、本の方でも読んでみませんか？ 

 

  

★5月の図書館カレンダー 

＝ 菊川読書の日 

 

＝ おはなしのじかん 

 14：00～14：30        

14：00～１４：30 

＝ 休館日 

31 日 

９：30～なくなり次第終了 

 



『今夜はジビエ』 小川 糸/著  

幻冬舎 （一般） P/914.6/オ 
 

       小川糸さんの 2022 年の 1 年間を綴ったエッセイ。 

       コロナ禍だったころ、ロシアとウクライナについ

てなど…あの頃はこんなことがあったなぁと振り

返ることもできる日記のような本です。 

       

 

 

        

 

 

 

  

『発言禁止 誰も書かなかったメディアの闇』 森永 卓郎/著 

          実業之日本社 （一般） 070.21/モ 

       今年 1 月に他界した経済アナリスト森永卓郎が

身近に起きた気になる出来事について、状況証拠

を重ねて追及しています。テレビやメディアの中

で今何が起きているのか、誰も明らかにしようと

しなかった闇の中へ光を当てていきます。 

 

 

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

『わすれものとどけます』  

くすのき しげのり/さく こば ようこ/え 東洋館出版社 

（児童） E/コ 

 

 

～き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ～ （『広報きくがわ縮刷版』①よ

り） 

着 図 

今から 47 年前、昭和 53 年 5 月 1 日号の表紙は、 

元気いっぱいに走って下校する小学一年生の児童の写真です。 

写真には「授業を終えて下校する児童を、５月のここちよい風がつつん

でいます。なれぬ制服からも解放され、はちきれんばかりに駆けてきま

す。ランドセル姿も板につき、もうりっぱな一年生です。」と文が添え

られています。今も昔も変わらない、この時期ならではの心なごむ光景

ですね。今年もここちよい風の中、あちらこちらで“ひとつきたった 

りっぱな一年生の姿”が、見られていることでしょう。 

 

 

“ひとつきたった一年生” 

郷土資料『広報きくがわ縮刷版①』には、かつて発行されて 

いた“広報きくがわ”の昭和 30 年の創刊号から昭和 60 年の 

第 238 号までが掲載されています。その中から 

季節に合わせた話題をピックアップしました。 

※『広報きくがわ縮刷版①』は菊川図書館で閲覧のみ可能です 

 

書 新 

菊川にまつわる“き・く・が・わ・あ・れ・こ・れ” 

おねえちゃんのわすれものを届けるため、あつしくん

は友だちのたかのりくんと 6 年生の教室へ。不安と緊

張のなか、うまく話せないけれど…。「学校がもっと

すきになるシリーズ 2025」 

『や･い･ろ･の』 いまた あきこ/文 南波 タケ/絵 

文研出版 （児童） 913/イ 

都会の小学校に転校した大樹はクラスメイトから

なまりを馬鹿にされ、人前で話すことが苦手に 

なってしまいました。友だちもできずひとりでいた

大樹はある雨の日の放課後、「や・い・ろ・の」 

という看板の不思議な建物を見つけます。 


